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Vehicle Application 

GGeenneerraall  ppuurrppoossee  

適応⾞種 汎⽤ サイドデカール取付要領書 

部品構成 

構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 

① サイドデカール 左右 
SIDE DECAL LH / RH 各1 

このたびはJAOS サイドデカールをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 
本書はサイドデカールを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを⾏ってください。 
＜ 作業後は本書を製品の使⽤者様にお渡ししていただき、使⽤者様は本書を⼤切保管してください。 ＞ 

右側識別形状あり 

サイドデカールについて 
デザイン上、各パーツが分離しており貼り直しが不可能なため、貼り付け作業には多少のコツが必要です。 

専⾨的な知識を持った業者に作業を依頼することをお勧めします。 

サイドデカールの構成 

アプリケーション・・・ステッカーがバラバラにならないよう、⼀時的にステッカー本体を転写しておくシートです。 

ステッカー本体・・・最終的に貼り付けるステッカーシートです。 

台紙・・・通常のステッカーと同様にステッカー本体の接着⾯を保護している紙、またはフィルムです。 

準備 
しっかり接着するために予め貼る場所の汚れや油分を必ず除去してください。 
ボディワックス、撥⽔コーティングなどが塗布されている場合は⼗分に接着することができない可能性があるため、 洗浄（清
掃）脱脂を念⼊りに⾏ってください。 
ステッカーの糊は強⼒なものを使⽤していますが、貼り付け⾯に油膜などがあると、ステッカーが油膜の上に乗った状態になり、
はがれ落ちてしまう可能性がありますので注意してください。 
ステッカーは⾮常に薄く、貼る部分にゴミや埃があると貼り付けたステッカーに凹凸が⽬⽴ちますのできれいに除去してください。 
ステッカーの安定には時間がかかるため、屋外に駐⾞する場合は天候に注意して作業を⾏ってください。 
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取り扱い上のご注意

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、生命の危険または重大な障害を負う可能性がある内容を
示しています。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、事故による障害を負う可能性または物的損害が想定する
内容を示しています。

この表示は効率よく作業を行うために知っていただきたい内容を示しています。

この取扱要領書で使用している表示の意味と内容

取り付け作業を行うまえに
●取り付ける車両の安全を確認・確保してください。

●取付要領書を必ずお読みください。

安全に作業を行うために
●純正部品の脱着は当該車両の修理書にしたがい作業を行ってください。
●製品は丁寧に扱ってください。
●作業に適した服装で作業を行ってください。

取り付けについて
●必ず既定の締め付けトルクにて締め付けを行ってください。

●取り付け後には必ず取り付け確認と走行テストを行ってください。

使用上の注意事項
●設計荷重の範囲内で使用してください。
●定期的な点検を行ってください。
●薬品などの付着に注意してください。
●路面とのクリアランスや環境変化による走行には十分ご注意ください。

中古品の売買および譲渡や廃棄について
●同じ商品でも販売時期や仕様変更などにより内容が異なる場合があります。
●商品や付属品が正確に判別することができない場合、お問い合わせに対しての回答内容は保証いたし

かねますのでご了承ください。
●商品に不具合が生じている場合はお買い求めの販売店や弊社にご相談ください。

●商品の破棄は専門家に相談してください。

商品は改良のため仕様および形状などを予告なく変更することがあります

保証について
●初期不良の保証…お届けから1週間以内
　商品の破損、不具合などトラブルがあった場合、初期不良の保証対象として修理、代品交換、返品を承ります。
●製品保証…弊社オリジナル商品はご購入より1年間　※ただし、期間内でも走行距離20,000kmまで

　初期不良に該当する場合や一部消耗品を除き、購入履歴をお調べし規定に従い保証いたします。

i保証についての詳細はJAOSオフィシャルサイトをご参照ください。 【保証について】www.jaos.co.jp/support/policy ▶
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貼り⽅（ウエット式推奨） 
⽔を使⽤して貼る⽅法で位置調整やエア抜きがしやすく1⼈での作業も可能ですが、準備と⼿順が多く施⼯に時間がか
かります。作業の状況によっては接着⼒が低下する場合もありますので慎重に作業してください。 
□貼り付け作業温度 
冬季（10度以下の場合） ・・・ステッカーシート地をドライヤーで温めながら⼗分に圧着してください。 
夏季（30度以上の場合） ・・・直射⽇光の当たる場所を避けられる場所で作業してください。 
□貼り付け後 
貼り付け後2〜3⽇で接着剤は安定します。その後は洗⾞などをしても問題ありませんが、エッジ部分はとくにはがれやす
いため注意してください。また、⾼圧洗浄機はステッカーに直接当てないようにしてください。 

⽤意するもの 
スキージー・・・・・・・・・・・ ステッカーを圧着しエア抜きをするために使⽤します。 
霧吹き・・・・・・・・・・・・・ ステッカーおよび貼り付け⾯に⽔を散布するために使⽤します。 
中性洗剤・・・・・・・・・・ すべりをよくして位置を調整しやすくするため霧吹きの⽔に2〜3滴混ぜます。 

※⼊れ過ぎると接着⼒が低下するため注意してください。 
ウエスまたはタオル・・・・余分な⽔分を拭き取るために使⽤します。 

取付要領 
※図中や⽂中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を⽰しています。 

・ステッカーを貼る位置を決めて、マスキングテープ
で基準となるラインをひきます。 

※※RRHHもも同同様様  図はLH 

マスキングテープ 

・ステッカーの貼り付け部（ボディ形状）に合わせ
て、ステッカーをカットします。 

貼り付け部（形状）に合わせてカットする 

カット カット 

・ステッカーがアプリケーションにしっかり付くように、ア
プリケーションの上から指で丁寧に圧着します。 

指で圧着する 

・ステッカーを平らな場所に置き、台紙をゆっくりは
がします。 

端からゆっくりはがす 
台紙にパーツが付いてしまう場合は台紙を
少し戻し、アプリケーション側に付くよう指
で押さえながら台紙をはがしてください。 
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乾燥が不⼗分な場合、ステッカーがア
プリケーションと⼀緒にはがれてしまいま
す。その際は再度乾燥をしっかり⾏い
時間をおいてから作業をしてください。 

・台紙をはがしたらステッカーの接着⾯が乾燥しな
いように、霧吹きで⽔を吹きかけます。 

霧吹き 

ステッカーとボディに⽔を吹きかける 

ボディはやや広い範囲に⽔を吹きかける 

・ボディのステッカー貼り付け位置を中⼼に、霧吹
きで⽔をやや広い範囲に吹きかけます。 

濡れていない部分があるとステッカーが
貼り付いてしまうため、⽔は広い範囲へ
⼗分に吹きかけてください。 

・マスキングテープの基準ラインに合わせてステッ
カーをあてがいます。 

この時点では表⾯に⽔膜があるため、
ステッカー⾃由に動かし位置を調整すこ
とができます。 

ステッカー 

マスキングテープ 基準ラインに合わせる 

・ステッカーの位置が決まったら、中央から外側に
向けてスキージーで⽔と空気を押しだすように圧
着します。 

スキージー 

スキージーで圧着する 

・アプリケーション内の⽔分がなくなるまで乾燥さ
せます。 ⽔分がなくなるまで乾燥させる 

乾燥にドライヤーを使⽤する場合は熱
の加えすぎに注意してください。ステッ
カーが柔らかくなり、アプリケーションがは
がしにくくなります。 

・ステッカーがボディにしっかり貼り付いていることを
確かめながら、端からゆっくり慎重にアプリケー
ションをはがします。 

端からゆっくり慎重に 
アプリケーションをはがす 

アプリケーション 
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貼り付け状態（浮き、気泡、はがれ）がないことを確認し、完全に密着（乾燥）させるた
め、そのままの状態で30分から1時間程度は必ず放置してください。 
※1mm程度の⼩さな気泡は時間が経過すると⾃然に抜けることがあります。 
無理に圧着するとステッカーをキズつけてしまうため注意してください。 
 
気温が低い状況で作業を⾏った場合は、貼り終えたあとにドライヤーでステッカーを温めながら
再度しっかりと圧着してください。 

初版 
  
2022年3⽉22⽇ 

・アプリケーションをはがしたら余分な⽔分を拭き取り
ます。 

 
・マスキングテープ（基準ライン）をすべてはがします。 

➊⽔分を拭き取る 

➋マスキングテープをはがす 

貼り付け状態の確認 

サイドデカール 


